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朝
あ さ ひ

日 等
と う じ

治
①関金町関金宿（関金）

②昭和３８年１２月 （５３歳）

③無職

④５回

⑤ともに考え

ともに行動しましょう。

佐
さ さ き

々木 敬
たかとし

敏
①大谷（社）

②昭和２６年４月 （６６歳）

③農業

④５回

⑤初心をつらぬく

竺
じくはら

原 晶
しょうこ

子 
①耳（上小鴨）

②昭和３７年５月 （５５歳）

③団体職員

④１回

⑤こどもの幸せが私たちの幸

せ。見ます！ 聴きます！ 言

います！

大
お お つ

津 昌
まさかつ

克
①東巌城町（上灘）

②昭和３８年１月 （５４歳）

③会社役員

④２回

⑤住民の皆様の声を市政に反

映させてまいります。どうぞ

よろしくお願いいたします。

鳥
と ば

羽 昌
まさあき

明
①見日町（上灘）

②昭和４８年５月 （４４歳）

③団体役員

④１回

⑤自分だけの幸福もなければ、
他人だけの不幸もない。皆
様のご意見を伺って活動し
てまいります。

議員紹介
（得票順）

※頁ごと、上段右から

平成２９年１０月２３日現在

▼プロフィールの見方

氏
ふりがな

名
①住所（地区）

②生年月 （年齢）

③職業

④当選回数（旧関金町からの通算）

⑤
市民の皆様への一言

（抱負・座右の銘など）

鳥
とりかい

飼 幹
み き お

男
①関金町関金宿（関金）

②昭和２９年２月 （６３歳）

③会社役員

④４回

⑤現場第一主義に徹して、一

人の声を、地域の声を市政

に届けます。

福
ふくたに

谷 直
な お み

美
①大谷茶屋（社）

②昭和２５年１月 （６７歳）

③会社社長

④４回

⑤美術館を核とした観光、文化、

交通の促進を市民の皆様と

一緒に取り組みましょう！

米
よ ね だ

田 勝
かつひこ

彦
①大正町（成徳）

②昭和２２年１０月 （７０歳）

③自営業

④２回

⑤倉吉の経済成長に取り

組みます。

私
た
ち
が
、市
民
の
新
し
い
代
表
で
す
。

倉
吉
市
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
が
10
月
１
日（
日
）に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
17
人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
４
年
間
、
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
市
政
を
担
っ
て
い
く
新
議
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

【
倉
吉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
】
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伊
い と う

藤 正
しょうぞう

三
①新陽町（上灘）

②昭和２９年１０月 （６３歳）

③会社役員

④５回

⑤倉吉再生

坂
さ か い

井　徹
とおる

 
①みどり町（明倫）

②昭和２１年２月 （７１歳）

③自営業

④６回
⑤ありがとうございました。負

託に応え、職責を果たして

まいります。

大
おおつき

月 悦
え つ こ

子
①中江（上北条）

②昭和２１年７月 （７１歳）

③無職

④１回

⑤女性の視点ならではの目線

で。あらゆる人びとの参画

による行政。

佐
さ と う

藤 博
ひろひで

英
①岡（高城）

②昭和２８年９月 （６４歳）

③無職

④４回

⑤「市民のための政治」というこ
とを肝に銘じ、市民の皆さん
の願いに応えることに全力を
尽くします。

福
ふ く い

井 康
や す お

夫
①下福田（高城）

②昭和２５年５月 （６７歳）

③農業

④９回

⑤土に立つものは倒れず

　土を耕すものは飢えず

　　土を愛するものは亡びず

丸
ま る た

田 克
かつたか

孝
①小鴨（小鴨）

②昭和２２年３月 （７０歳）

③自営業

④５回

⑤「安全」で「安心」できる町、

「元 気」で「活 気」ある町、

倉吉を目指します。

藤
ふ じ い

井 隆
たかひろ

弘
①天神町（上井）

②昭和２８年１月 （６４歳）

③無職

④２回

⑤住み続けたい、帰りたい、行って

みたいまちづくりを、やる気 本

気 勇気をもって推進します。

山
やまぐち

口 博
ひろたか

敬
①上余戸（西郷）

②昭和２３年７月 （６９歳）

③農業

④６回

⑤市民と共に行動

由
よ し だ

田　隆
たかし

①上米積（高城）

②昭和２８年１月 （６４歳）

③無職

④８回

⑤議会なんて関係ないと思っ

ている人へ。議会は、あな

たの生活の一部です！

さ
あ
、新
し
い
４
年
間
の
は
じ
ま
り
で
す

―
（3）平成 29.11



【解説】

倉吉市議会議員とは？

内
容
と
会
期

　
議
員
が
出
席
す
る
市
議
会
に
は
、
通

常
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
の
年
４
回

開
催
さ
れ
る
定
例
会
と
、
必
要
に
応
じ

て
招
集
さ
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
は
、
次
年
度
予
算
や
主

要
な
条
例
を
審
議
し
ま
す
。
会
期
は
大

体
３
週
間
程
度
と
な
り
ま
す
。
９
月
定

例
会
も
前
年
度
の
決
算
を
審
議
し
ま
す

の
で
、
３
週
間
程
度
の
会
期
と
な
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
６
月
定
例
会
や
12
月

定
例
会
は
、
主
に
補
正
予
算
や
国
の
制

度
変
更
に
伴
う
条
例
改
正
案
を
審
議
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
議
題
も
比

較
的
少
な
い
の
で
、
２
週
間
程
度
で
す
。

　
議
会
の
会
期
は
、
議
会
初
日
に
決
め

ま
す
。

　
定
例
会
と
臨
時
会
を
合
わ
せ
た
平
成

28
年
の
会
期
日
数
は
81
日
で
し
た
。

【
倉
吉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
】

　このたびの一般選挙で、新しい倉吉市議会議員が決まりました。

　でも、「議員ってどんな仕事をするの？」、「普段は何をやって

いるの？」という疑問を持つ方も多いはず。

　議員の役割は、市民の声を市政に反映させること。そのために

具体的にどのような仕事をするのか、主な内容を、議会会期中と

会期外(閉会中)に分けて解説します。

会
期
中
は

―

　※イラストは、イメージです。
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審
議
と
議
決

　
議
員
は
、
議
会
に
出
席
し
て
、
市
長

や
ほ
か
の
議
員
が
提
出
し
た
議
案
の
審

議
や
議
決
を
行
っ
た
り
、
と
き
に
は
自

ら
が
議
案
を
提
出
し
た
り
、
行
政
の

業
務
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
疑
問
点
や
問
題
点
な
ど

を
厳
し
く
追
及
し
た
り
し
ま
す
。

　
定
例
会
の
本
会
議
で
は
、
議
員
が

テ
ー
マ
を
自
由
に
決
め
て
質
問
で
き
る

「
一
般
質
問
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
長
は
、
予
算
や
政
策
を
提
案
し
、

議
会
で
賛
成
が
上
回
れ
ば
そ
れ
を
実
行

に
移
し
ま
す
。
で
す
が
、
業
務
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
問
題
や
無
駄
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
修
正
さ
せ
る
の
が
議
員
の
重
要
な

仕
事
で
す
。

報
告
と
調
査

　
議
会
が
閉
会
さ
れ
た
ら
、
議
員
は
、

広
報
紙
や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
で
、
ど

う
い
う
問
題
に
つ
い
て
ど
う
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
た
か
と
い
う
議
会
の
結
果

を
市
民
に
報
告
し
た
り
、
発
信
し
た
り

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
次
の
議
会
に
向
け
た
準
備

に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
中
身
の
濃
い
議

論
を
し
て
、
適
切
に
議
決
す
る
た
め
に

行
政
や
市
民
生
活
の
状
況
に
つ
い
て
調

査
や
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
や
団
体
か
ら
の
要
望
を
聞
い
た

り
、
市
役
所
に
足
を
運
ん
で
行
政
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
り
も
し
ま
す
。

　
と
き
に
は
、
ほ
か
の
自
治
体
で
行
わ

れ
た
施
策
を
学
ぶ
た
め
に
、
視
察
に
出

か
け
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
議
会
に
向
け
た
準

備
の
中
で
、
自
ら
の
市
政
に
つ
い
て
の

考
え
や
政
策
を
市
民
に
訴
え
る
の
も
閉

会
中
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

市
民
の
声
を
聴
く

　
議
員
に
対
し
て
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
悩
み
や
相
談
は
、
生
活
に
密
着
し

た
困
り
ご
と
が
大
半
で
す
。
市
民
に

と
っ
て
、
議
員
は
最
も
身
近
で
相
談
し

や
す
い
政
治
家
で
す
。

　
こ
う
し
た
相
談
は
、
何
年
も
か
け
て

取
り
組
む
よ
う
な
国
家
レ
ベ
ル
の
課
題

と
異
な
り
、
議
員
の
尽
力
で
、
比
較
的

早
期
に
解
決
で
き
る
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
議
員
も
、
自
ら
の

手
で
倉
吉
市
を
改
善
し
て
い
る
実
感
が

わ
く
と
い
い
ま
す
。

政
策
立
案
と
実
行

　
「
国
頼
み
」
で
は
な
い
、
地
域
の
現
状

を
踏
ま
え
た
政
策
で
地
域
を
活
性
化
す

る
こ
と
を
模
索
し
、
自
ら
の
政
策
立
案

や
実
行
力
な
ど
を
発
揮
で
き
る
点
も
、

地
方
議
会
議
員
の
や
り
が
い
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
ま
す
。

会
期
外(

閉
会
中)

は

―

　倉吉市議会議員のデータをお知ら

せします。

１．議員
①条例定数：１７人

②現員数：１７人

③任期： 平成２９年１０月２３日

～平成３３年１０月２２日

④平均年齢（平成２９年１０月２３日現在）：

６３．２４歳

２．活動状況
①会議開催状況（平成２８年）

（１）会議開催状況（平成２８年）区分
日数（日）

質問者
数（人）会期 本会議

一般
質問

定
例
会

３月 ２５ ８ ３ １５

６月 １８ ６ ３ １５

９月 ２５ ７ ３ １５

１２月 １０ ６ ３ １４

臨時会（３回） ３ ３

年間合計 ８１ ３０ １２ ５９

３．報酬・費用弁償等
①報酬

報酬月額

議　長 ５００，０００円

副議長 ４２０，０００円

議　員 ３９０，０００円

②期末手当の加算率と支給率

　【６月支給】

報酬月額×１４０/１００×１５２．５/１００

　【１２月支給】

報酬月額×１４０/１００×１７２．５/１００

③行政視察旅費（年額/議員１人あたり）

一般：１６２，０００円

常任委員会：１０８，０００円

議会運営委員会：１０８，０００円

特別委員会：３１，５００円

④政務活動費（年額/議員１人あたり）

２４０，０００円（月：２０，０００円）
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震
災
の
復
興
に
あ
た
っ
て

は
、
今
ま
で
積
み
立
て
て
き

た
基
金
を
取
り
崩
す
形
で
何
と
か
震

災
へ
の
対
応
が
で
き
た
と
い
う
の
が

現
状
。

　
非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

　
現
在
、
第
三
次
の
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
。
持
続
可
能
な
行
政
運

営
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

鳥
取
県
中
部
地
震
か
ら
一
年

進
め
ぇ
っ
！

復
興
に
向
け
て

復
興
の

現
状
と

方
向
性
を

問
う

　
平
成
29
年
９
月
第
５
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
８
月
28
日
（
月
）
か
ら
９
月
13
日
（
水
）
ま
で
開

催
さ
れ
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
、
陳
情
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
中
部
地
震
か
ら
一
年
を
間
近
に
控
え
た
本
議
会
で
は
、
震
災
復
興
に
つ
い
て
、
多
く
の

一
般
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
一
般
質
問
の
中
か
ら
、
震
災
復
興
に
関
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

倉
吉
市
の

財
政
状
況
は

―

震
災
復
興
計
画
は
、
平
成
31
年
ま
で
の

３
年
５

か
月
に

及
ぶ
。
今
後
、
関
金
町
と
の
合
併
に
よ
り
受
け

て
い
た
普
通
交
付
税
の
特
例
も
な
く
な
り
、
自
主
財
源
の

確
保
と
、
歳
出
の

抑
制
が

必
要
と
な
る

。
震
災
後

の
財
政
状
況
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
？

再
建
支
援
金
は
、
市
か
ら
申

請
者
（
被
災
者
）
に
口
座
で
振

り
込
み
、
申
請
者
が
業
者
に
支
払
う

の
が
基
本
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
委
任
払
い
が

で
き
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
委
任
状
が
あ
れ
ば
、
業
者
の

口
座
に
振
り
込
む
手
続
は
で
き
る
。

　
申
請
者
に
対
し
て
、
支
払
い
請
求

書
を
送
付
を
す
る
際
に
、
委
任
が
で

き
る
こ
と
を
案
内
す
る
よ
う
な
方
法

も
考
え
て
み
た
い
。

家
屋
の

修
理
費
を
、
業
者
に

支
払
う
の
が

遅
れ
、
被
災
者
と
の

間
で

ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
再
建
支
援
金
を

業
者
に

委
任
払
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？

【
平
成
29
年
９
月
第
５
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
】

　※イラストは、イメージです。
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

の
具
体
的
な
ル
ー
ト
や
ラ
ン

ナ
ー
の
選
定
は
、
都
道
府
県
ご
と
に

実
行
委
員
会
を
つ
く
っ
て
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
具
体

的
な
情
報
は
、
ま
だ
県
に
も
入
っ
て

い
な
い
ら
し
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
倉
吉
市
内
が

ル
ー
ト
に
入
る
よ
う
に
、
県
に
は
お

願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

復
興
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

―

２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

倉
吉

に

聖
火
リ
レ
ー
を

誘
致
で
き
な
い
か
？ 

震
災
か
ら

４
年
た
っ
て

復
興
を

遂
げ
、
元
気
で

頑
張
る
倉

吉
を

発
信
す
る

非
常
に

い
い
機
会
だ
と
思
う
。

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
災
害

に
強
い
施
設
整
備
を
や
り
つ
つ
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
、
防
災
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
消
防
団
や
自

主
防
災
組
織
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
備
え
を
実
践
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
、
防
災
士
を
３

年
間
で
60
名
養
成
し
、
消
防
団
員
32

名
が
、
新
た
に
防
災
士
資
格
を
取
得

で
き
る
よ
う
予
算
を
組
ん
で
い
る
。

　
鳥
取
県
中
部
地
震
を
踏
ま
え
た
地

域
防
災
計
画
の
修
正
、
震
災
記
録
誌

の
作
成
作
業
も
現
在
進
め
て
い
る
。

　
震
災
体
験
を
、
防
災
力
の
向
上
に

生
か
す
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

災
害
に

強
い

倉
吉
市
を

築
く
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
か
？

空
き
家
は
、
震
災
前
か
ら
増

え
て
い
た
。
震
災
以
降
、
さ

ら
に
加
速
し
て
増
え
て
い
る
。

　
空
き
家
の
実
態
調
査
は
、
平
成
24

年
度
と
28
年
度
に
自
治
公
民
館
を
通

じ
て
行
っ
て
い
る
。
震
災
前
の
空
き

家
は
８
６
５
件
。
震
災
後
、
52
件
が

解
体
さ
れ
、
今
年
７
月
末
現
在
で
の

空
き
家
は
８
１
３
件
と
い
う
数
字
を

持
っ
て
い
る
が
、
震
災
後
の
状
況
は

必
ず
し
も
正
確
と
は
い
え
な
い
。
改

め
て
、
各
自
治
公
民
館
に
報
告
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
調
査
の
結
果
、
危
険
な
状
況
の
空

き
家
や
管
理
不
全
の
空
き
家
が
出
て

く
る
で
あ
ろ
う
実
態
を
踏
ま
え
た
上

で
、
「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

増
え

続
け
る

空
き
家

―

空
家
対
策
特
別
措
置
法
に

基
づ
く「
空
家
等
対

策
計
画
」を
策
定
す
れ
ば
、

国
の

補
助
金
の
対
象
と

な
り
、

所
有
者
や

自
治
体
の

負
担
軽
減
が

期
待

で
き
る
。

倉
吉
市
も

早
急
に

策
定
す
べ
き
で
は
？

一
律
に
期
間
延
長
す
る
の
で

は
な
く
、
仮
住
ま
い
が
必
要

な
場
合
な
ど
を
基
本
と
し
て
、
継
続

入
居
を
希
望
す
る
世
帯
に
は
、
入
居

要
件
を
満
た
せ
ば
正
式
入
居
に
移
行

す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
考

慮
し
て
、
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

住
居
が

半
壊
以
上
の

被
害
を

受
け
、
長
期
に
わ
た
り

居
住
で
き
な
い
場
合
に

最
長
１
年
間
市
営
住
宅

を

無
償
で

提
供
し
て
き
た
。
今
後
は
ど
う
す
る
の
か
？
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そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
常
任
委
員
会
】

【
平
成
29
年
９
月
第
５
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
】

委　員：福谷 直美委員長、段塚 廣文副委員長

朝日 等治委員、佐々木 敬敏委員、山口 博敬委員　

執行部： 総務部、産業環境部、会計課、議会事務局、選挙管理委員会、監査委員会、公平委員
会、農業委員会

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
は
、

12
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
、
９
月
７
日
（
木
）
に
委
員

会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
認
定
第
１
号
、
平
成
28
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
の
審
査
の
中
で

は
、
鳥
取
県
中
部
地
震
の
支
援
金

に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
90
号
、
平
成
29
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
は
、
鳥
取
県
中
部
地
震
で
被

災
し
た
本
庁
舎
な
ど
庁
舎
に
つ
い

て
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
審
査
の
中
で
は
、
議

員
か
ら「
応
急
措
置
の
工
事
な
の

か
」と
い
う
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
は「
本
復
旧
の
工
事
を
行
う
も

の
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案

が
全
会
一
致
で
認
定
、
可
決
、
同

意
さ
れ
、
陳
情
は
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

総務経済常任委員会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
、

７
件
の
議
案
と
２
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
、
９
月
７
日
（
木
）
お
よ
び

８
日
（
金
）
に
委
員
会
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
認
定
第
１
号
、
平
成
28
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
の
審
査
の
中
で

は
、
低
迷
し
て
い
る
が
ん
検
診
の

受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
、
議
論
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
陳
情
第
８
号
、
受
動
喫
煙
防
止

条
例
の
制
定
に
関
す
る
陳
情
の
審

査
の
中
で
は
、
喫
煙
者
へ
の
配
慮

も
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
、
条
例
制
定
に

反
対
す
る
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案

が
全
会
一
致
で
可
決
ま
た
は
認
定

さ
れ
、
２
件
の
陳
情
は
共
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

教育福祉常任委員会

委　員： 藤井 隆弘委員長、米田 勝彦副委員長、坂井 徹委員

高田 周儀委員、中野　隆委員、福井 康夫委員

執行部：福祉保健部、教育委員会

　
建
設
企
画
常
任
委
員
会
に
は
、

10
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
、
継
続
審
査
と
さ
れ
て
い

た
陳
情
も
併
せ
て
９
月
７
日（
木
）

に
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
83
号
、
平
成
29
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
の
審
査
で
は
、
小
型
除
雪
機

の
購
入
、
除
雪
対
策
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
ま
し
た
。

　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情

第
７
号
、
市
道
向
山
中
央
線
の
全

区
間
開
通
に
関
す
る
陳
情
は
、
不

採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
市

道
の
円
滑
な
通
行
と
歩
行
者
の
安

全
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
認
定

ま
た
は
可
決
さ
れ
、
陳
情
は
１
件

が
採
択
、
１
件
が
不
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

執行部：企画振興部、建設部、水道局

委　員：由田　隆委員長、佐藤 博英副委員長

伊藤 正三委員、鳥飼 幹男委員、丸田 克孝委員

総務経済常任委員会建設企画常任委員会
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４
件
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
特
別
委
員
会
】

【
採
択
さ
れ
た

陳
情
】

中心市街地活性化調査特別委員会

中山間地域活性化調査特別委員会

　
中
山
間
地
域
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
は
、
平
成
26
年
９
月
定
例

会
で
の
設
置
以
降
、
こ
れ
ま
で
に

７
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
中
山

間
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た

本
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
議
論
の
成
果
を
最
終
報
告
と
し

て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
定
例
会
の
最
終
日
に
は
、
最
終

報
告
と
し
て
、
中
山
間
地
域
に
お

け
る
交
通
対
策
、
有
害
鳥
獣
類
・

竹
林
対
策
、
移
住
定
住
施
策
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題

を
あ
げ
、
執
行
部
に
対
し
て
、
さ

ら
に
改
善
す
る
た
め
の
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

▲ 行政視察（平成２８年８月・京都府福知山市）

　
中
心
市
街
地
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
は
、
平
成
26
年
９
月
定
例

会
で
の
設
置
以
降
、
こ
れ
ま
で
に

８
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
商

業
活
性
化
や
観
光
資
源
の
活
用
に

よ
る
活
性
化
等
に
つ
い
て
、
重
点

的
に
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
11
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た

本
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
議
論
の
総
括
と
し
て
、
中
心
市

街
地
活
性
化
に
関
す
る
事
業
、
人

口
減
少
対
策
、
交
流
人
口
の
増
加

に
つ
い
て
、
提
言
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
定
例
会
の
最
終
日
に
は
、
こ
れ

ら
に
関
す
る
提
言
を
最
終
報
告
と

し
て
執
行
部
に
報
告
し
、
施
策
の

さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
ま
し
た
。 ▲ 行政視察（平成２８年８月・広島県福山市）

三
年
間
の
調
査
期
間
を
終
え
、

最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

陳情第８号 受動喫煙防止条例の制定に関する陳情　【提出者：鳥取県中部医師会 会長 松田 隆】

　飲食店を含めた不特定多数の人が集まる場所での受動喫煙対策は十分とは言えず、受動喫煙対策を進める

には、喫煙者が受動喫煙の及ぼす健康被害を十分理解し、協力することが必要である。

　そこで、未来ある子どもたちや妊婦ら多くの人の健康を守るために、受動喫煙のない健康社会を目指して、

飲食店も含めた屋内の受動喫煙を防止するよう、早急に受動喫煙防止条例の制定を求めるもの。

陳情第９号 市民からの意見・質問・要望等に対する回答に関する陳情　【提出者：足羽 佑太】

　本市の電子相談を介し、「伯耆しあわせの郷の時計が壊れているので直してほしい」旨の連絡をしたが、そ

れに対する返信が一か月ほどなかった。その後、この件に関して連絡したところ、後日ホームページの記載方

法の変更等の改善をするとの回答があったが、しばらく経っても改善が見られなかった。

　市は、市民から寄せられた電子相談の回答期限を遵守し、迅速かつ誠実に対応することを求めるもの。

陳情第１０号
全国森林環境税の創設を求める意見書提出について

【提出者：全国森林環境税創設促進議員連盟 会長 板垣 一徳】

　山村地域の市町村による森林吸収源対策の推進や安定した雇用の場の確保などの取組みは、地球温暖

化防止のみならず、国土の保全や地方創生等にも繋がるものである。

　そのための市町村の財源の強化は喫緊の課題であることを踏まえ、森林・林業・山村対策の抜本的強化

をはかるため、全国森林環境税の創設を求める意見書を国に提出するよう求めるもの。

陳情第１１号
職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書提出

について　【提出者：鳥取県教職員組合 中部支部長 尾﨑 豊久】

　教員が人間らしい働き方ができるための長時間労働是正が必要であり、そのための計画的な教職員定数改

善の推進を求めるもの。

　また、義務教育費国庫負担制度について、教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、国庫負担率を

現在の３分の１から「三位一体改革」以前の２分の１に復元するよう求めるもの。
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平成２９年９月第５回定例会 議案等の議決結果等

賛
成
反
対

新政会
くらよしアイズ

・倉吉自民共同

公明党・

グリーン

共同

市民

共同

日
本
共
産
党

く
ら
よ
し
創
生

議決結果
福
井 

康
夫

伊
藤 

正
三

朝
日 

等
治

由
田  

隆

坂
井  

徹

段
塚 
廣
文

福
谷 
直
美

丸
田 

克
孝

藤
井 

隆
弘

鳥
飼 

幹
男

高
田 

周
儀

山
口 

博
敬

中
野  

隆

佐
々
木 

敬
敏

佐
藤 

博
英

米
田 

勝
彦

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

認定第 １号
平成２８年度倉吉市一般会計歳入歳出

決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 ２号
平成２８年度倉吉市国民健康保険事業

特別会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 ３号
平成２８年度倉吉市介護保険事業特別

会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 ４号
平成２８年度倉吉市後期高齢者医療事業

特別会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 ５号
平成２８年度倉吉市簡易水道事業特別

会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 ６号
平成２８年度倉吉市温泉配湯事業特別

会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 ７号
平成２８年度倉吉市住宅資金貸付事業

特別会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 ８号
平成２８年度倉吉市土地取得事業特別

会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 ９号
平成２８年度倉吉市下水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第１０号
平成２８年度倉吉市駐車場事業特別会

計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第１１号
平成２８年度倉吉市集落排水事業特別

会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第１２号
平成２８年度倉吉市国民宿舎事業特別

会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第１３号
平成２８年度倉吉市高城財産区特別会

計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第１４号
平成２８年度倉吉市小鴨財産区特別会

計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第１５号
平成２８年度倉吉市北谷財産区特別会

計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第１６号
平成２８年度倉吉市上北条財産区特別

会計歳入歳出決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

議案第８２号
平成２８年度倉吉市水道事業会計利益

の処分及び決算の認定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

可決及

び認定

議案第８３号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算

（第４号）
１４ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 可　　決

議案第８４号
平成２９年度倉吉市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第２号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第８５号
平成２９年度倉吉市下水道事業特別会

計補正予算（第２号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第８６号
平成２９年度倉吉市集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第８７号
倉吉市立伯耆しあわせの郷の設置及び管

理に関する条例等の一部改正について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第８８号
倉吉市農村環境改善センターの設置及び

管理に関する条例の一部改正について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第８９号 功労表彰について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案第９０号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算

（第５号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第９１号 人権擁護委員候補者の推薦について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず　　　

―平成２８年度一般会計歳入歳出決算の認定等２８議案、陳情５件を審議―

2017.11（10）



【平成２９年７月～９月分】

期　間 ７月１０日（月）～７月１２日（水）

視察先
沖縄県糸満市

糸満市役所 平和行政・平和教育について

沖縄県平和祈念資料館
平和事業について

ひめゆり平和祈念資料館

沖縄県那覇市 那覇市役所 不登校生徒児童に対する支援について

視察者
議員名・会派名

高田 周儀（公明党・グリーン共同）、山口 博敬（公明党・グリーン共同）、

由田 隆（新政会）

人　数 ３名

旅費総額 ２６６，１９０円

会派・個人

視察報告

行政視察の詳しい情報は、倉吉市議会のホームページをご覧ください。 倉吉市議会

賛
成
反
対

新政会
くらよしアイズ

・倉吉自民共同

公明党・

グリーン

共同

市民

共同

日
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議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議会
発議

第 ２号
全国森林環境税の創設を求める意見書

提出について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議会
発議

第 ３号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度

２分の１復元に係る意見書提出について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

番　号 件　　名
委員長報告

（付託委員会）
委員長報告に対する賛否

陳情第 ８号
受動喫煙防止条例の制定に

関する陳情
採　択

（教育福祉）
14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

陳情第 ９号
市民からの意見・質問・要望等

に対する回答に関する陳情
採　択

（建設企画）
15 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

陳情第１０号
全国森林環境税の創設を求

める意見書提出について
採　択

（総務経済）
15 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

陳情第１１号

教職員定数改善と義務教育費

国庫負担制度２分の１復元に

係る意見書提出について

採　択
（教育福祉）

15 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

陳情第 ７号 市道向山中央線の全区間開

通に関する陳情
不採択

（建設企画）
13 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 不採択

【継続審査】

平成２９年６月付託

　平成２９年７月から９月に行政視察に出向いた議員グループは、１団体（１件）でした。

※ 会議録（質問、答弁など）は、各地区公民館、各人権文化センター、市立図書館などで、１１月中旬からご

覧になれます。また、市議会会議録検索システムは、倉吉市ホームページからご利用できます。

　平成２９年９月第５回倉吉市議会定例会が、８月２８日（月）から９月１３日（水）まで

開催され、平成２８年度一般会計決算および特別会計決算、陳情などが審議されました。

（11）平成 29.11
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【倉吉市議会だより編集委員】

藤井 隆弘委員長、中野 隆副委員長

佐藤 博英委員、鳥飼 幹男委員、福井 康夫委員

平成 年 １２月 
第７回 倉吉市議会定例会

【会　期】１２月４日（月）～１２月１８日（月）
【会議日程】

月日
曜
日

会議
区分

時　 間 内　　　　　 容

１２月

４日
月 本会議 午前１０時

議案の上程

提案理由の説明

５日 火 本会議 午前１０時
市政に対する一般質問

【会派質問順序】

　構成人数の多い会派から

順に質問を行う予定です。

６日 水 本会議 午前１０時

７日 木 本会議 午前１０時

８日 金 予　備　日

９日 土 休　　会

１０日 日 休　　会

１１日 月 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑

～委員会付託

１２日 火 予　備　日　　

１３日 水 委員会 常任委員会（予定）

１４日 木 予　備　日

１５日 金 議事整理日　

１６日 土 休　　会

１７日 日 休　　会

１８日 月 本会議 午前１０時
委員長報告

～付議議案の討論・採決

 

…ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり

※ １２月定例会の日程は、変更になる場合があります。詳し

くは、倉吉市議会のホームページでご確認ください。

。 倉吉市議会

４期１６年間で議員を勇退された

　前議長 高田 周儀さん

　　―倉吉市議会議員として４期１６

年を務められました。思い出を聞かせてください。

　一番の思い出は、平成２１年３月定例会で、議員有

志による議員発議で可決された「倉吉市くらしよし産

業元気条例」の制定です。条例を制定することで、産

業振興の支援策が後押しされ、地元経済界の関係者や

市の職員が喜んでくれたのが何よりうれしかったです

ね。それにより、第５回マニフェスト大賞最優秀成果

賞もいただきました。

　そのほかには、市議会に手話通訳を導入する際に

は特別委員会の委員長として検討を重ねました。平成

２７年３月定例会からテレビ中継で手話通訳が実施さ

れ、聴覚障がいを持つ方や関係団体から非常に喜ばれ

たのが印象に残っています。

―議長としての２年間の思い出は？

　議長としての力不足を痛感する場面が多々ありまし

た。皆様の支えがあってこそ、職務を全うすることが

できたと感謝の気持ちでいっぱいです。

　昨年１０月の鳥取県中部地震や今年の冬の大雪など

大きな自然災害もありました。あの時は、議員として、

早い段階で現場主義に徹し、一日も早い復興につなが

るよう努力しました。

―今後、倉吉市議会や議員に望むことは？

　とにかく、１７人が一致団結して、市政の課題に取

り組んでほしいと思います。どうか、復興第一で、倉

吉の再生に尽くしてください。

―市民の皆様にお伝えしたいことは？

　市民の皆様に支えられて、１６年間の議員活動がで

きました。心から感謝申し上げます。

　ぜひ、今後も市議会議員を支え続けてください。議

員は、皆様に支えられて、それを自覚して、議員とし

ての資質を向上させることができます。それが、ひい

ては、市政の発展につながると確信しています。

―今後の予定は？

　「１８番目の議員」という気持ちで、市議会や行政の

後押しをしていきたいと思っています。

　あと、１６年間、いや、それ以上長い間、妻には苦労

をかけました。本当に感謝しています。それを証明す

るために、しばらくは、「女房孝行」に務めるつもりです。

― 長い間、本当にお疲れさまでした。ありがとうござ

いました。今後もよろしくお願いいたします。
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